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一般質問（要旨）

貴重な文化遺産である霞ヶ浦の帆引き船

携帯電話やインターネット利用のリーフレット

鹿島灘海浜公園と鉾田海岸

身近な自然に触れられる場として
貴重な里山

有用微生物群を活用した水質浄化活動

間伐の実施された森林（大子町）

議
員
（
自
民
）　

交
通
利
便
性
の

飛
躍
的
な
向
上
と
い
う
好
機
に
、

霞
ヶ
浦
の
魅
力
を
最
大
限
活
か

し
た
交
流
拡
大
と
地
域
活
性
化

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

企
画
部
長　

交
流
拡
大
に
つ
い

て
は
、
多
様
な
資
源
の
魅
力
を

四
季
折
々
の
物
語
と
し
て
情
報

発
信
を
進
め
、
ま
た
、
異
業
種

交
流
の
場
と
な
る
霞
ヶ
浦
ク
ラ

ブ
を
開
催
す
る
。
地
域
活
性
化

に
つ
い
て
は
、
多
様
な
資
源
を

結
び
つ
け
た
商
品
開
発
を
支
援

し
地
場
産
業
等
の
振
興
を
図
る
。

議
員　

夢
や
希
望
を
実
現
し
て

い
こ
う
と
す
る
女
性
を
支
援
し

て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
に
向

け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

理
事
兼
政
策
審
議
監　

身
近
な

実
践
事
例
の
周
知
や
、
関
連
機

関
等
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
情

報
の
一
元
化
を
図
る
と
と
も
に
、

よ
り
実
践
的
な
助
言
が
で
き
る

体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
朝
日
ト
ン
ネ
ル
の

整
備
見
通
し
、
地
域
防
災
力
の

向
上
、
強
さ
や
た
く
ま
し
さ
な

ど
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
教
育

な
ど
も
質
問
）

議
員
（
公
明
）　

環
境
学
習
と
身
近
な
自

然
に
触
れ
ら
れ
る
場
と
し
て
の
里
山
を
保

全
・
活
用
す
る
た
め
、
基
本
計
画
と
保
全

条
例
を
制
定
す
べ
き
だ
。
ま
た
、
森
林
・

湖
沼
環
境
税
（
仮
称
）
は
里
山
の
保
全
等

の
た
め
に
も
使
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

知
事　

提
案
の
基
本
計
画
、
里
山
保
全
条

例
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
を
進

め
て
い
く
。
里
山
の
保
全
等
に
つ
い
て
は
、

新
税
の
活
用
に
よ
る
積
極
的
な
施
策
の
展

開
な
ど
を
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
は
、
支
援

を
一
番
必
要
と
し
て
い
る
特
別
支
援
学
校

の
児
童
や
保
護
者
が
支
援
を
受
け
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
る
。
中
高
等
部
を
含
め
、
特

別
支
援
学
校
の
児
童
に
対
す
る
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

帰
宅
手
段
を
ど
う
す
る
の
か
と

い
っ
た
課
題
も
あ
る
が
、
今
後
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
筑
波
山
の
保
全
と
観
光
政
策
、

動
物
愛
護
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

日
本
橋
川
の
再

生
、
淀
川
の
シ
ジ
ミ
の
増
加
で
実

績
が
あ
る
有
用
微
生
物
群
を
活

用
し
た
水
質
浄
化
の
取
り
組
み

に
対
す
る
考
え
方
や
、
県
民
の
水

質
浄
化
活
動
へ
の
支
援
を
伺
う
。

知
事　

今
後
、
各
地
の
状
況
を

調
査
し
、
専
門
家
の
意
見
を
聞

き
対
処
し
た
い
。
県
民
主
体
の

水
質
浄
化
活
動
が
大
き
な
役
割

を
担
う
こ
と
か
ら
も
、
今
後
、

住
民
や
市
民
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

支
援
の
拡
充
を
図
る
。

議
員　

味
が
良
く
、
化
学
肥
料

を
使
わ
な
い
有
機
農
業
の
推
進

に
県
は
取
り
組
む
べ
き
。
生
産

拡
大
に
は
、
農
家
へ
の
技
術
指

導
と
、
販
路
の
確
保
が
不
可
欠

と
考
え
る
。
県
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

農
林
水
産
部
長　

来
年
度
末
を

目
途
に
推
進
計
画
を
策
定
し
た

い
。
策
定
に
あ
た
り
、
関
係
者

の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
技
術

の
研
究
開
発
や
指
導
体
制
の
整

備
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
販
路
の
確
保
等
を
盛
り
込
み
、

有
機
農
業
の
拡
大
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
観
光
振
興
、
食
育

へ
の
取
り
組
み
、
石
岡
・
小
美

玉
地
区
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
な
ど
も

質
問
）

議
員
（
自
民
）　

増
加
す
る

児
童
虐
待
を
解
消
す
る
た

め
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な

り
、
対
応
の
中
心
と
な
る
児

童
相
談
所
の
体
制
強
化
が
必

要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
策
と
し
て
、

医
療
機
関
と
の
連
携
シ
ス
テ

ム
の
構
築
や
警
察
と
の
一
層

の
連
携
を
図
る
。
ま
た
、
児

童
相
談
所
の
体
制
強
化
の
た

め
、
虐
待
対
応
チ
ー
ム
の

拡
充
、
教
員
や
警
察
官
Ｏ

Ｂ
の
活
用
な
ど
を
検
討

し
た
い
。

議
員　

鹿
島
灘
で
唯
一

自
然
の
姿
が
残
り
、
県

下
有
数
の
大
竹
海
水
浴

場
の
あ
る
鉾
田
海
岸
は
、

景
観
・
利
用
を
考
慮
し
て

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
工
法
以

外
の
砂
浜
の
浸
食
防
止

策
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

土
木
部
長　

近
年
緩
や
か
な

浸
食
傾
向
に
あ
る
た
め
現
地

調
査
、
工
法
の
検
討
を
行
う

が
、
海
水
浴
場
と
し
て
の
利

用
、
周
辺
景
観
、
生
態
系
へ

の
影
響
等
も
十
分
考
慮
し
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
出
先
機
関
の
見

直
し
、
堆
肥
の
利
用
促
進
、

耕
作
放
棄
地
対
策
な
ど
も
質

問
）

議
員
（
自
民
）　

新
税
を
活
用
し

森
林
の
維
持
・
管
理
の
施
策
に

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
、
新
税
の
使
途
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
伺
う
。

知
事　

森
林
環
境
の
保
全
・
整

備
と
霞
ヶ
浦
等
の
水
質
保
全
に

活
用
す
る
。
特
に
森
林
に
つ
い

て
は
、
間
伐
を
よ
り
積
極
的
に

進
め
る
こ
と
を
中
心
に
緑
の
循

環
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
取

り
組
み
等
へ
の
活
用
を
検
討
し

て
い
る
。

議
員　

大
子
警
察
署
の
分
庁
舎

化
に
よ
る
治
安
悪
化
を
懸
念
す

る
。
町
の
安
全
・
安
心
確
保
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
大
子
警
察
署

の
存
続
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

警
察
本
部
長　

分
庁
舎
化
で
は

管
理
部
門
の
み
を
大
宮
警
察
署

対
応
と
し
、
治
安
維
持
の
実
働

部
門
は
従
来
ど
お
り
と
す
る
こ

と
で
、
初
動
捜
査
体
制
等
の
強

化
を
図
る
。
今
後
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
等
を
踏
ま

え
再
編
整
備
計
画
案
を
策
定
し

町
民
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
。

（
ほ
か
に
、
災
害
時
の
孤
立
集

落
対
策
、
県
北
地
域
に
お
け
る

生
活
基
盤
の
整
備
促
進
な
ど
も

質
問
）

議
員
（
自
民
）　

県
北
地
域
が
豊
か
に
な

る
た
め
に
は
、
経
済
的
な
自
立
が
必
要
。

自
立
の
た
め
に
は
ど
の
産
業
を
何
億
円
伸

ば
す
必
要
が
あ
る
の
か
。
自
立
を
促
す
施

策
の
目
標
と
な
る
定
量
的
数
値
目
標
の
設

定
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

知
事　

県
北
振
興
施
策
を
よ
り
効
果
的
に

立
案
・
実
施
し
て
い
く
た
め
、
必
要
に
応

じ
て
、
新
た
な
指
標
の
設
定
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
が
普
及
し
、

子
ど
も
た
ち
は
大
変
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
親

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
社
会
の
規
制
強
化
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

理
事
兼
政
策
審
議
監　

昨
年
度
か
ら
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
、
メ
デ
ィ
ア

教
育
指
導
員
を
養
成
し
、

小
中
学
校
等
で
講
習
会
を

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

販
売
店
に
出
向
き
、
親
に

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト

導
入
を
働
き
か
け
る
よ
う

指
導
す
る
。

（
ほ
か
に
、
企
業
立
地
促

進
、
子
育
て
と
両
立
で
き

る
就
労
環
境
づ
く
り
な
ど

も
質
問
）

霞
ヶ
浦
の
魅
力
を
活
か
し
た
今
後
の
振
興
策
は

多
様
な
資
源
の
魅
力
を
四
季
折
々
の

物
語
と
し
て
情
報
発
信

県
北
地
域
の
経
済
的
自
立
に
向
け
た

定
量
的
数
値
目
標
は

里
山
を
保
全
・
活
用
す
る
た
め
条
例
等
の
制
定
を

今
後
検
討
を
進
め
て
い
く

新
た
な
指
標
の
設
定
等
を

検
討

各
地
の
状
況
を
調
査
、

専
門
家
の
意
見
を
聴
取

児
童
虐
待
の
解
消
へ
の
対
応
は

警
察
官
Ｏ
Ｂ
の
活
用
な
ど
検
討

新
税
の
使
途
は

間
伐
を
よ
り
積
極
的
に

進
め
る
た
め
に
活
用

有
用
微
生
物
群
を
活
用
し
た

水
質
浄
化
の
取
り
組
み
は


